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安
倍
政
権
は
、
安
全
保
障
関
連
法
案

を
参
議
院
で
強
行
採
決
し
た
。
関
連
法

案
反
対
の
民
意
は
地
域
や
世
代
を
超
え

て
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
反
対
運
動

の
広
が
り
は
法
案
へ
の
誤
解
や
無
理
解

で
は
な
く
、
危
険
な
本
質
へ
の
理
解
が

進
ん
で
き
た
た
め
だ
。
国
会
審
議
で
明

ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
に
道
を
開
く
法
案
の
強
い
違
憲
性

や
、
自
衛
隊
の
海
外
活
動
が
際
限
な
く

広
が
り
か
ね
な
い
危
険
性
だ
。
安
倍
政

権
運
営
へ
の
不
満
が
、
反
対
運
動
拡
大

の
背
景
だ
。
民
意
を
無
視
し
た「
戦
争

関
連
法
」廃
止
に
声
を
上
げ
続
け
よ
う
。

25日㈮　連合北海道第61回地方委員会（札幌市）
26日㈯　�第30回道本部女性部定期総会（～27日、

札幌市）
27日㈰　道本部町村連定期総会（札幌市）
　　　　道本部現業公企評議会定期総会（札幌市）
28日㈪　道本部第57回定期大会（～29日、札幌市）
29日㈫　第１回執行委員会（札幌市）

10日㈯　さようなら原発北海道集会（札幌市）

９月

10月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

全国各地で使用されたプラカード。
安倍政権を退陣に追い込もう

集会後はデモ行進で、「大間原発建設反対」「戦争法案廃案」を訴えた

に
、「
戦
争
法
案
の
廃
案
と
安

倍
政
権
の
退
陣
を
求
め
、
北

海
道
か
ら
た
た
か
う
」
と
決

意
を
述
べ
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

大
間
原
発
の
隣
に
あ
る

『
あ
さ
こ
は
う
す
』
で
反
対

活
動
を
続
け
る
小
笠
原
さ
ん

は
「
あ
き
ら
め
ず
、
へ
こ
た

れ
ず
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大

き
な
力
に
な
る
。
そ
の
力
で

日
本
を
動
か
そ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

地
元
主
催
者
と
し
て
、
相

澤
・
道
南
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
は
、
大
間
原
発
建
設
反

対
署
名
15
万
筆
を
経
済
産
業

省
へ
手
渡
し
た
経
過
に
触
れ

「
同
じ
思
い
の
輪
が
函
館
で

広
が
っ
て
い
る
。
本
当
に
幸

せ
な
未
来
を
つ
く
る
た
め
み

な
さ
ん
と
行
動
し
て
い
く
」

と
決
意
表
明
し
た
。

れ
、
約
４
０
０
人
が
、「
原
発

建
設
・
再
稼
働
の
反
対
」
と

「
戦
争
法
案
の
廃
案
」
を
訴

え
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
三

上
・
社
民
党
青
森
県
連
合
議

長
が
「
政
権
の
暴
走
を
止
め

な
け
れ
ば
大
間
も
止
ま
ら
な

い
。
戦
争
法
案
と
原
発
問
題

を
一
体
と
し
て
た
た
か
お

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

長
田
・
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局
長
は
函
館
市
の
訴
訟
に

関
す
る
経
過
に
触
れ
「
厳
し

い
安
全
性
を
求
め
る
議
論
が

高
ま
れ
ば
、
司
法
の
判
断
が

変
わ
る
。
私
た
ち
の
運
動
で

大
間
原
発
建
設
を
止
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。
さ
ら

よ
う
な
ら
原
発　

青
森
・
北

海
道
合
同
集
会
」
が
開
か

　

９
月
12
日
、
青
森
県
大
間

町
で
、
３
回
目
と
な
る
「
さ

大
き
な
力
で

『
大
間
・
戦
争
法
案
』を
止
め
よ
う

札
幌
市
職
連
が
２
連
覇

《詳しくは３面を》

石狩市職労が
２回目の優勝

第
29
回
全
国
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

やった�

自治労北海道本部
第57回 定期大会

８：30 受付
９：00 開会 と き

ところ

ホテルポールスター札幌

2015年10月10日㈯

札幌市・大通西８丁目

集会 13：00 ～
デモパレード 14：00 ～札幌市中央区北４条西６丁目

９：00 再開
16：30 閉会

９ 28月 日㈪

29日㈫

本号の紙面

２

道
本
部
情
報
を
気
軽
に
チ
ェ
ッ
ク
～
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・Facebook

を
ご
紹
介

３

第
29
回
全
国
女
子
バ
レ
ー
大
会
札
幌
市
職
連
が
２
連

覇
、
第
49
回
全
道
野
球
大
会
石
狩
市
職
労
が
優
勝

２
０
１
５
道
本
部
公
衆
衛
生
集
会
、
水
政

策
集
会
、
職
場
だ
よ
り
、
シ
リ
ー
ズ
社
会

保
障
制
度
改
革
の
行
方
㉔
、
あ
い
く
み
の

国
会
だ
よ
り
、
忙
中
余
話

４

意
思
を
持
ち
、
ま
ず
は
、
来

年
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
組

織
内
『
え
さ
き　

た
か
し
』

の
圧
倒
的
な
勝
利
を
め
ざ

し
、
政
権
交
代
の
実
現
に
む

け
弾
み
を
つ
け
よ
う
。

権
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
」
こ

と
を
改
め
て
再
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

「『
安
倍
独
裁
政
権
』
に
日

本
の
将
来
を
任
せ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
」
と
い
う
強
い

の
退
陣
」
を
求
め
運
動
を
強

化
す
る
と
と
と
も
に
、
こ
の

歴
史
的
暴
挙
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、「
こ
れ
以
上
安
倍
政

守
る
立
場
」
に
あ
る
現
政
権

が
憲
法
に
違
反
す
る
こ
と

は
、
言
語
道
断
で
あ
り
、
断

じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

　

安
倍
政
権
は
９
月
18
日
、
参
議
院
で
「
戦
争
関
連
法
案
」
を
強
行
採
決
し
た
。
道
本
部
は
、
こ

の
間
「
戦
争
関
連
法
案
の
廃
案
」
を
求
め
、「
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
委
員
会
」
が
主
催
す
る
、

『
総
が
か
り
行
動
』
や
『
街
頭
行
動
』
へ
の
結
集
、『
全
国
署
名
』
を
取
り
組
み
運
動
を
展
開
し
て

き
た
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
は
そ
の
声
を
無
視
し
、
歴
史
的
暴
挙
に
踏
み
切
っ
た
。
私
た
ち
は
決

し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、改
め
て
「
現
政
権
に
こ
の
国
の
将
来
は
任
せ
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
、

再
認
識
し
『
戦
争
関
連
法
案
の
即
時
廃
止
』
と
来
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
組
織
内
『
え
さ
き　

た
か
し
』
の
圧
勝
を
め
ざ
し
、
各
種
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
よ
う
。　

９
月
14
～
18
日
に
大
通
公

園
で
行
わ
れ
た
「
総
が
か
り

行
動
」
に
は
、
延
べ
約
６
０

０
０
人
の
市
民
ら
が
参
加
し

た
。「
総
が
か
り
行
動
」
は
札

幌
市
の
み
な
ら
ず
、
全
道
・

全
国
各
地
で
連
日
行
わ
れ

「
戦
争
関
連
法
案
は
、
憲
法

違
反
で
あ
り
、
今
す
ぐ
廃
案

に
せ
よ
」「
戦
争
す
る
国
は
絶

対
に
反
対
だ
」
と
声
を
上
げ

続
け
て
き
た
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
そ

れ
ら
を
無
視
す
る
ど
こ
ろ

か
、
戦
後
70
年
、
日
本
が
守

っ
て
き
た
民
主
主
義
や
平
和

主
義
を
否
定
し
続
け
、
歴
史

的
暴
挙
に
踏
み
切
っ
た
。

　

「
憲
法
違
反
」
の
法
律
は

「
無
効
」
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、「
憲
法
を

い
。

　

私
た
ち
は
、

引

き

続

き
、

「

戦

争
を

さ

せ
な
い
北
海
道

委
員
会
」
に
結

集

し
、「

戦

争

反
対
」「
戦
争
関

連
法
の
即
時
廃

止
」「
憲
法
違
反

を
し
た
現
政
権

自治労組織内・「えさきたかし」参議（写真中央）、北海道選出・徳永エリ参議（写真右）
らが参院委・委員長席を取り囲み、強行採決に激しく抗議した＝９月17日

連日行われた総がかり行動で「戦争関連法案
絶対反対」を訴えた＝９月16日、大通公園

『憲法違反の政権』は退陣だ
『
え
さ
き
』圧
勝
を
め
ざ
す

全道野球は

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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札幌市職連チームのみなさん。おめでとうございます！

４年ぶり２回目の優勝を果たした石狩市職労チーム＝９月14日、釧路市

息の合ったチームプレーで見事全国大会２連覇を達成した札幌市職連＝９月14日、岡山県
　

予
選
を
見
事
に
勝
ち
抜
い

た
、
旭
川
市
職
労
と
帯
広
市

労
連
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
出
し
た
（
札
幌
市
職

連
は
シ
ー
ド
）
。

　

旭
川
市
職
労
は
、
島
根
県

職
出
雲
（
島
根
）
と
対
戦
し

た
が
、
序
盤
か
ら
、
出
雲
の

猛
攻
撃
に
ペ
ー
ス
を
握
る
こ

と
が
で
き
ず
、
２
対
０
で
敗

退
し
た
。

　

帯
広
市
労
連
は
、
太
田
市

職
労
（
群
馬
）
と
対
戦
し
、

両
チ
ー
ム
と
も
一
進
一
退
の

攻
防
が
続
く
も
、
太
田
の
粘

り
の
バ
レ
ー
の
前
に
、
２
対

０
で
涙
を
の
ん
だ
。

　

札
幌
市
職
連
は
、
１
回

戦
・
鹿
児
島
市
職
労
（
鹿
児

島
）
、
２
回
戦
・
香
川
県
職
連

た
。

　

迎
え
た
７
回
裏
、
石
狩
は

２
ア
ウ
ト
１
・
２
塁
の
チ
ャ

ン
ス
で
、
６
番
・
佐
々
木
の

ラ
イ
ト
前
タ
イ
ム
リ
ー
で
再

び
１
点
を
勝
ち
越
す
。
そ
の

直
後
の
８
回
表
、
北
見
は
、

１
ア
ウ
ト
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス

を
つ
く
る
が
、
も
の
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
８

回
裏
、
石
狩
は
エ
ン
ド
ラ
ン

な
ど
で
２
点
を
挙
げ
、
リ
ー

ド
を
拡
げ
た
。

　

最
終
回
、
北
見
の
攻
撃
を

三
者
凡
退
で
抑
え
、
石
狩
市

職
労
が
２
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
。

に
１
点
。
続
く
８
番
・
平
川

の
タ
イ
ム
リ
ー
で
同
点
に
追

い
つ
く
。

　

石
狩
は
３
回
裏
に
２
ア
ウ

ト
２
塁
か
ら
、
ま
た
も
５

番
・
薩
来
の
レ
フ
ト
前
タ
イ

ム
リ
ー
で
勝
ち
越
す
。

　

中
盤
の
５
回
表
、
北
見
は

１
ア
ウ
ト
３
塁
の
チ
ャ
ン
ス

に
９
番
・
青
山
が
セ
ン
タ
ー

前
の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で

３
対
３
の
同
点
に
追
い
つ
い

〔
決
勝
戦
試
合
結
果
〕

　

釧
路
市
民
球
場
で
の
決
勝

戦
は
、
接
戦
を
勝
ち
抜
い
た

石
狩
市
職
労
と
北
見
消
防
協

の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

１
回
裏
、
石
狩
は
２
ア
ウ

ト
１
・
２
塁
の
チ
ャ
ン
ス
に

５
番
・
薩
来
の
タ
イ
ム
リ
ー

で
２
点
を
先
制
。

　

北
見
は
２
回
表
、
１
ア
ウ

ト
３
塁
か
ら
内
野
ゴ
ロ
の
間

村
選
手
の
強
烈
な
ス
パ
イ
ク

が
決
ま
り
21
対
13
で
先
取
し

た
。

　

第
２
セ
ッ
ト
、
序
盤
は
豊

中
に
リ
ー
ド
を
許
す
厳
し
い

展
開
と
な
っ
た
。
中
盤
も
得

点
の
取
り
合
い
と
な
っ
た

が
、
終
盤
に
は
札
幌
が
完
全

に
ペ
ー
ス
を
握
り
、
最
後
は

ま
た
も
、
札
幌
・
川
村
選
手

の
ス
パ
イ
ク
が
鮮
や
か
に
決

ま
り
21
対
17
で
勝
利
し
た
。

　

札
幌
市
職
連
は
、
自
治
労

全
国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で

２
連
覇
を
達
成
し
た
。

合
（
香
川
）
、
準
決
勝
は
強

豪
・
松
本
市
職
労
（
長
野
）

と
対
戦
し
た
が
、
い
ず
れ
も

２
対
０
で
勝
利
し
、
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

---------------------

〔
決
勝
戦
試
合
結
果
〕

　

大
会
２
連
覇
を
か
け
、
札

幌
市
職
連
は
豊
中
市
職
（
大

阪
）
と
対
戦
し
た
。

　

第
１
セ
ッ
ト
、
序
盤
・
中

盤
と
両
チ
ー
ム
一
歩
も
引
か

な
い
展
開
と
な
っ
た
。
終
盤

は
札
幌
の
ス
パ
イ
ク
が
立
て

続
け
に
決
ま
り
、
最
後
は
川

　

９
月
12
～
14
日
、
釧
路
市
・
釧
路
市
民
野
球
場
を
メ
イ
ン
球
場
に
、「
第
49
回
全
道
自

治
体
職
員
等
野
球
選
手
権
全
道
優
勝
大
会
」
が
開
か
れ
、
地
方
本
部
大
会
を
勝
ち
抜
い

た
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
大
会
を
制
し
た
の
は
石
狩
市
職
労
。
２
０
１
１
年
以
来
２

回
目
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。
初
の
決
勝
進
出
と
な
っ
た
北
見
消
防
協
も
粘
り
の
打
撃

で
石
狩
市
職
労
を
追
い
詰
め
た
が
、あ
と
一
歩
届
か
な
か
っ
た
。
石
狩
市
職
労
は
来
年
、

大
阪
府
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

　

９
月
12
～
14
日
、岡
山
県
岡
山
市
・「
桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ
」
で
「
第
29
回
全
日
本
自
治

体
職
員
等
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
全
国
優
勝
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
北
海
道
代
表

と
し
て
、
旭
川
市
職
労
（
２
０
１
５
年
全
道
優
勝
）・
帯
広
市
労
連
（
２
０
１
４
年
全
道

優
勝
）・
札
幌
市
職
連
（
28
回
大
会
全
国
優
勝
）
の
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

札
幌
市
職
連
が
２
連
覇

旭
川
・
帯
広
は
奮
闘
及
ば
ず
敗
退

石
狩
市
職
労
が
２
回
目
の
栄
冠

準
優
勝
は
北
見
消
防

個　人　賞

個　

人　

賞

■
打
撃
賞

（北見消防協）
平川 祐基さん

■
敢
闘
賞

（北見消防協）
辻 辰也 さん

■
最
優
秀
選
手
賞

（石狩市職労）
平田 成 さん

■
殊
勲
賞

（石狩市職労）
薩来 翔希さん

■
勝
利
監
督
賞

（石狩市職労）
矢野 淳司さん

■
サ
ー
ブ
賞

（札幌市職連）
角田 麻美さん

■
最
優
秀
選
手
賞

（札幌市職連）
川村 舞 さん

■
ア
タ
ッ
ク
賞

（札幌市職連）
堀部 美紗さん

■
勝
利
監
督
賞

（札幌市職連）
荒井 則貴さん

■
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞（石狩市職労）

獅子内 彰さん

第49回
全道野球大会

第29回
全国女子

バレー大会

チーム １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 合計
北見消防協 ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ３
石狩市職労 ２ ０ １ ０ ０ ０ １ ２ × ６

〔決勝戦スコア〕



第２１２８号� ���2015年９月21日

　

許
し
が
た
い

強
行
採
決
で
戦

争

法
案

が

成

立
。
だ
が
、
札

幌
の
連
日
の
デ

モ
も
千
人
、
千

二
百
人
、
千
五

百
人
、
千
八
百

人
と
日
を
追
う
毎
に
増
え
て

き
た
し
、
た
た
か
い
は
こ
れ

か
ら
も
続
く
。何
よ
り
若
者
・

学
生
、
子
育
て
世
代
の
女
性

な
ど
の
新
し
い
動
き
は
、
む

し
ろ
こ
れ
ま
で
以
上
の
希
望

を
感
じ
さ
せ
る
。
◆
労
働
運

動
は
「
厳
し
い
情
勢
」
が
お

き
ま
り
の
フ
レ
ー
ズ
で
、
政

治
も
あ
ん
な
安
倍
自
民
党
に

三
〇
〇
議
席
も
与
え
る
な
ん

て
…
と
燻
っ
て
い
た
が
、
捨

て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
ぜ
日
本

人
！
特
に
若
者
が
、
借
り
物

で
な
い
自
分
の
言
葉
で
自
分

の
行
動
を
意
味
づ
け
、
声
を

挙
げ
て
い
る
姿
は
実
に
清
々

し
い
。
社
会
の
「
主
人
公
」

の
復
権
だ
。
◆
「
国
民
は
自

分
の
身
の
丈
以
上
の
政
府
を

持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
」
の

で
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
身

の
丈
を
伸
ば
せ
ば
い
い
。
そ

し
て
そ
れ
を
世
の
中
に
し
っ

か
り
示
す
こ
と
だ
。
若
者
の

頑
張
り
に
感
心
し
て
い
る
場

合
で
な
く
、
自
分
の
よ
う
な

オ
ヤ
ジ
世
代
も
気
合
い
を
入

れ
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
す
れ
ば
社
会
は
必

ず
変
わ
る
！
う
ん
、絶
対
に
。

た
ぶ
ん
…
。�

（
酒
井
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

参加者も実際にストレッチをして、肩こり・腰痛予防を実践した

【
石
狩
地
方
本
部
発
】
石
狩

地
方
本
部
現
業
公
企
評
議
会

は
９
月
５
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
「
２
０
１
５
現

業
公
企
活
性
化
集
会
・
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
」
を
開
き
、
９

単
組
41
人
（
う
ち
女
性
６

人
）
が
参
加
し
た
。

　

集
会
は
、
例
年
『
健
康
で

働
き
続
け
る
た
め
に
』
を
テ

ー
マ
に
毎
年
開
い
て
い
る
。

　

今
年
は
、「
体
の
凝
り
・
張

り
・
痛
み
の
予
防
法
」
と
題

し
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
ス
ク

ー
ル
オ
ム
ロ
パ
代
表
の
神　

誉
正
（
じ
ん　

た
か
ま
さ
）

さ
ん
（
通
称
・
じ
ん
タ
マ
先

生
）
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

講
演
で
は
実
際
に
職
場
で

簡
単
に
で
き
る
、
肩
こ
り
・

腰
痛
の
予
防
に
つ
な
が
る
体

の
動
か
し
方
に
つ
い
て
実
践

を
交
え
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。

　

講
演
後
は
、
参
加
者
が
直

接
『
じ
ん
タ
マ
先
生
』
に
体

の
痛
み
の
相
談
を
す
る
場
面

も
見
ら
れ
、
有
意
義
な
集
会

に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
行
い
、
参
加
者
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
石
狩
地
方
本
部
書
記
長
・

上
山
謙
太
郎
）

簡
単
に
で
き
る
肩
こ
り
予
防
を
実
践

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

基金を活用し
地域の基盤整備を

㉔

　

厚
生
労
働
省
は
、
地
域
に

お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総

合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た

め
、
消
費
税
を
財
源
と
し
て

「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
」
を
２
０
１
４
年
度
に

創
設
し
、
２
０
１
５
年
度
予

算
で
は
医
療
分
９
０
４
億

円
、
介
護
分
７
２
４
億
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基

金
は
地
域
医
療
構
想
の
達
成

に
む
け
た
医
療
機
関
・
介
護

施
設
の
設
備
整
備
や
居
宅
な

ど
に
お
け
る
医
療
提
供
に
関

す
る
事
業
、
医
療
・
介
護
労

働
者
の
確
保
と
勤
務
環
境
改

善
に
関
す
る
事
業
を
財
政
支

援
の
対
象
と
し
て
お
り
、
２

０
１
６
年
度
以
降
も
継
続
さ

れ
ま
す
。
基
金
の
配
分
に
つ

い
て
は
、
事
業
所
が
所
属
の

市
町
村
に
申
請
し
、
さ
ら
に

市
町
村
が
そ
れ
を
取
り
ま
と

め
都
道
府
県
に
申
請
の
後
、

都
道
府
県
と
国
の
調
整
に
よ

り
配
分
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

自
治
労
と
し
て
、
地
域
に

お
け
る
安
定
的
な
医
療
・
介

護
従
事
者
の
確
保
及
び
医
療

介
護
施
設
の
整
備
な
ど
に
関

す
る
財
源
を
求
め
て
い
く
と

と
も
に
、
基
金
を
活
用
し
て

地
域
・
在
宅
生
活
支
援
の
基

盤
整
備
、
医
療
・
介
護
の
連

携
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

グループワークでは、事例報告のテーマを取り上げ課題解決策を討論した

子どもたちに大人気だった「めぐるちゃん」。小樽駅前
で一緒に行動した

２
０
１
５
年
度
公
衆
衛
生
集
会

「
職
種
を
越
え
て
」地
域
づ
く
り

合
成
洗
剤
は
自
然
を
壊
す

無
害
な
消
臭
ス
プ
レ
ー
を
つ

く
る
実
践
を
行
っ
た
。
集
会

後
は
、
小
樽
駅
前
で
、
自
治

労
水
週
間
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
め
ぐ
る
ち
ゃ
ん
』
も
参
加

し
、
各
事
業
所
が
作
成
す
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
と
石
け
ん

を
配
布
し
た
。

　

２
日
目
は
、
地
方
公
営
企

業
会
計
、
北
海
道
に
お
け
る

水
道
・
下
水
道
事
業
の
課

題
、
下
水
道
法
等
改
正
の
内

容
を
テ
ー
マ
に
分
散
会
討
論

を
行
っ
た
。

Ａ
』
の
改
定
事
項
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

記
念
講
演
②
は
、
く
ら
し

を
洗
お
う
！
さ
っ
ぽ
ろ
市
民

連
絡
会
・
高
橋
会
長
が
「
合

成
洗
剤
と
石
け
ん
の
違
い
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

高
橋
会
長
は
、
石
け
ん
と

合
成
洗
剤
の
違
い
を
詳
し
く

説
明
し
「
合
成
洗
剤
は
自
然

界
の
細
胞
を
壊
す
も
の
。
石

け
ん
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

自
然
も
健
康
も
守
れ
る
」
と

述
べ
た
。
そ
の
後
、
環
境
に

　

９
月
５
～
６
日
、
小
樽

市
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
道
本
部
・
全
水
道
北
海

道
地
本
合
同
「
第
３
回
水
政

策
集
会
」
が
開
か
れ
、
43
人

（
自
治
労
18
人
）が
参
加
し
た
。

　

記
念
講
演
①
は
、
自
治
労

本
部
公
営
企
業
評
議
会
・
佐

藤
議
長
が
「
公
営
企
業
労
働

者
の
権
利
と
解
説
」
と
題
し
、

地
方
公
営
企
業
の
歴
史
や
現

状
を
説
明
し
な
が
ら
、『
公
営

企
業
労
働
者
の
権
利
Ｑ
＆

　

そ
の
後
、
報
告
さ
れ
た
３

つ
の
事
例
を
そ
れ
ぞ
れ
選

び
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
と

お
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

あ
っ
た
解
決
策
を
討
論
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「『
困
っ

て
い
る
人
』
を
助
け
る
と
い

う
意
識
が
一
番
重
要
」な
ど
、

意
見
が
出
さ
れ
た
。

ト
ワ
ー
ク
』
に
つ
い
て
取
り

上
げ
、「
釧
路
で
は
、
認
知
症

な
ど
の
行
方
不
明
者
を
地
域

の
ラ
ジ
オ
局
や
タ
ク
シ
ー
会

社
な
ど
と
連
携
し
て
捜
索
に

あ
た
り
、
再
発
防
止
の
た
め

情
報
の
共
有
を
し
て
い
る
。

地
域
内
の
結
び
つ
き
を
一
層

強
め
る
た
め
に
も
各
家
庭
か

ら
も
情
報
発
信
を
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

種
連
携
に
必
要
な
の
は
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
互
い

の
理
解
を
深
め
た
う
え
で
、

プ
ロ
セ
ス
や
ル
ー
ル
を
共
有

す
る
た
め
の
『
シ
ス
テ
ム
』

の
構
築
す
る
こ
と
だ
」
と
述

べ
、
職
種
を
越
え
た
連
携
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
「
地
域
資
源

の
発
見
と
活
用
」
を
テ
ー
マ

に
『
釧
路
地
域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

連
・
鎌
田
智
子
さ
ん
、
高
齢

者
等
の
地
域
ケ
ア
を
進
め
る

会
事
務
局
長
・
池
崎
一
士
さ

ん
、
釧
路
保
健
所
長
・
山
口

亮
さ
ん
が
各
地
域
に
お
け
る

事
例
報
告
を
行
っ
た
。

　

鎌
田
さ
ん
は
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
養
成
」
を

テ
ー
マ
に
、「
洞
爺
湖
町
で
は

２
０
１
４
年
か
ら
『
と
う
や

こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
結
成

し
、
今
年
３
月
に
は
専
門
職

と
地
域
住
民
と
の
連
携
を
は

か
る
『
と
う
や
こ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
』
講
演
会
を
開
い
た
。

そ
の
講
演
会
を
つ
う
じ
て
、

住
民
に
よ
っ
て
地
域
サ
ロ
ン

が
誕
生
す
る
な
ど
、
住
民
主

導
の
地
域
づ
く
り
が
進
ん
で

い
る
」
と
紹
介
し
た
。

　

池
崎
さ
ん
は
「
保
健
・
医

療
・
介
護
・
福
祉
・
行
政
の

連
携
」
を
テ
ー
マ
に
、「
多
職

会
」
を
開
き
、
26
単
組
総
支

部
・
44
人
が
参
加
し
た
。

　

保
健
師
の
洞
爺
湖
町
労

　

道
本
部
は
９
月
12
日
、
札

幌
市
・
自
治
労
会
館
で
「
２

０
１
５
年
度
公
衆
衛
生
集

　

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
言
い
つ

つ
、
自
衛
隊
員
を
は
じ
め
と
し
て
国
民
の

命
を
リ
ス
ク
に
さ
ら
す
「
戦
争
法
案
」
、

ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
調
査
で
も
半
数
以
上
の

国
民
が
反
対
す
る
な
か
、
数
の
力
で
押
し

通
す
暴
挙
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
民
主
主
義
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
。

安
倍
総
理
の
妄
想
と
執
念
の
力
に
対
し
、

も
の
を
言
う
こ
と
を
辞
め
た
与
党
議
員
全

員
が
国
民
の
声
を
裏
切
っ
て
い
る
。
京
都

大
学
有
志
の
会
の
声
明
を
引
用
す
れ
ば
、

「
生
命
は
、
誰
か
の
持
ち
駒
で
は
な
い
。

血
を
流
す
こ
と
を
貢
献
と
考
え
る
国
よ

り
、
知
を
生
み
出
す
こ
と
を
誇
る
国
に
。

国
民
は
総
理
の
下
僕
で
は
な
い
」
戦
後
70

年
、
我
が
国
の
国
民
は
二
度

と
人
を
殺
し
、
殺
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
道
を
進
め
て
き
た
。
国
民
は
、

時
間
が
た
つ
と
忘
れ
る
と
言
う
彼
ら
に
、

自
治
労
組
織
内
「
え
さ
き
た
か
し
」
必
勝

を
は
じ
め
、
逆
転
の
夏
を
！

�

（
９
月
15
日
、
東
京
に
て
）

生
命
は
、
誰
か
の
持
ち
駒
で
は
な
い

㊳

道本部・全水道合同「水政策集会」


